
 

 

令和５年度第２回奥州市総合教育会議 

 

日 時 令和５年12月26日（火）午後３時30分 

場 所 奥州市役所本庁７階委員会室 

 

 

次   第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 副市長挨拶 

 

 

３ 教育長挨拶 

 

 

４ 協 議 事 項 

後藤伯記念公民館の耐震補強工事に伴う活用策等について 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 
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後藤伯記念公⺠館の耐震補強⼯事に伴う活⽤策等について
令和５年12月26日
協働まちづくり部
生涯学習スポーツ課

S16 読売新聞社社⻑の正⼒松太郎が、会社再建の資⾦調
達において後藤新平から受けた恩義に報いる形で「公⺠
館」を建設寄付。
以来、⽔沢町公⺠館、⽔沢市公⺠館の名称で地域の社会

教育施設として運⽤し、平成13年に⽔沢市公⺠館の新館を
建設移転したことから名称を「後藤伯記念公⺠館」として
現在に至る。

H30.3 耐震診断を実施。
結果は「倒壊する可能性が高い」

R1.12 国の登録有形文化財に登録

R5. 4 耐震上の懸念、⾬漏りによる腐⾷、⽼朽化により、
安全対策のため不特定多数の利⽤を休⽌、全⾯休館

２ 建物の経過と現在の状況

同公⺠館は、耐震診断により「倒壊する可能性が高い」
と評価されたことから令和８年度に国庫補助事業による耐
震補強⼯事の実施をめざしております。その前提となる国
の登録有形文化財としての保存活⽤計画を「奥州市後藤伯
記念公⺠館保存活⽤計画検討委員会」を組織して検討し、
令和６年度に策定する予定ですが、その⽅向性に対し、ご
意⾒をお伺いします。

１ 令和８年度の耐震補強⼯事をめざします

保存活⽤計画の策定に関連する要素を例⽰します。
３ 関連する取り組み

ＪＲ⽔沢駅から徒歩10分圏内のウォーカブルエリアとして、
駅前周辺の賑わいを創出
（イベント、マルシェ、歩⾏者天国等）

(1)⽔沢市街地活性化（未来羅針盤）

総合教育会議資料

記念館と公⺠館を連携し、後藤新平の国内外を通した活躍の
歴史、高まるインバウンド需要を逃さぬよう。

(2)「観光客の誘導」…後藤新平の実績内外アピール

先人の活躍に由来する歴史的建築物、同記念館と隣接する構
成でありつつも、日常的に住⺠が利⽤する現役の集会施設

(3)公⺠館分は耐震補強⼯事、改装などによるリニューアル

施設活⽤に「まちづくりは人づくり」の思想を。
〜 人づくりを重視した後藤新平 〜

将来を担う次世代育成拠点としての活⽤も視野に入れて検討

(4)日本初の公⺠館として後世に伝えるべき貴重な建築物

記念館は教育委員会、公⺠館は市⻑部局の現状。
新たな記念館構想も含め、⼀体的な活⽤及び管理の検討

(5)管理体制の検討 日本初の「公⺠館」として施設の意匠を継承する。
 施設の活⽤策による内装の改装を検討する。
 柔剣道場（第２ホール）の位置が都市計画道路拡幅予定
地であることから解体を予定しており、建物の保存の有
無については移設等々の手段も含め、継続して検討。

３ ⼯事の⽅向性






